
 

 

 

 

 

 

 

坂越地区における空家等活用促進特別区域について 
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１ 空家等活用促進特別区域とは 

 

空家等の活用を特に促進する必要がある区域を「空家等活用促進特別区域（特区）」と

して、市から県へ申出し、指定を受けます。特区に指定されると、特区内の空家の所有

者は、市に対して空家情報を届け出ることになりま

す。 

この届出情報を基に、流通促進、規制緩和、活用

支援（補助金）の３つを軸とした施策を実施するこ

とにより、空家の活用を促進します。 

 

 

２ 空家等活用促進特別区域の指定区域 

 

・坂越地区の海側エリア１０地区の住宅が集積している区域 

 

 

３ 坂越地区の現状 

 

・坂越地区の人口・世帯数の推移表 

※ 線引きされた昭和４６年から令和４年時点で人口は半分以下に、世帯数は約２５ 

％減 

 

 

赤穂市 兵庫県 

④規制緩和・補助金 

④空家活用サポート ④補助金 

①特区指定申出 ③空家情報の届出 

②特区指定 

空家所有者 
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・平成４年４月に「赤穂市都市景観の形成に関する条例」に基づく、「市街地景観形成地

区」に指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・坂越１０地区（区域外を含む）において、令和４年９月に空家調査を実施 

 

 

 

４ 空家等活用促進特別区域指定後の取組状況について 

 

【空家に関する情報の届出を求める旨の通知】 

 令和５年４月２１日より通知書発出 

  通知件数：７５件中７４件（相続協議中のため１件未発出） 

 令和５年１２月１３日 未提出者へ再通知 

【空家情報届出書（令和５年１２月２５日時点）】 

 ３７件提出 うち連携団体への同意３２件 

1.風格のある歴史的環境を守り、育てる 

 ●伝統的町家・酒造を守る 

 ●歴史的環境と協和した都市景観を

育てる 

2.安全・快適な移住環境を育て、創る 

 ●安全な居住環境を作る 

 ●快適ない居住環境と良好なコミュ

ニティを育てる 

景観形成の基本的な考え方 
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⑴ 市連携団体による空家活用促進 

 

【市連携団体】（一社）あこう魅力発信基地 

 赤穂市の観光振興と移住・定住、人口の拡大を図り、

地域活性化に貢献することを目的に設立された団体で

あり、同社は、移住・定住促進にかかる事業として、空

き家情報バンクの運営や定住相談等を行っています。 

 本制度は、移住・定住に関する相談対応や地域の実情

に応じた地域活性化を図るための提案力等が求められ

ることから、同社と連携し活用を図ります。 

 

【取組状況】 

・令和５年７月３日、１２月１４日 空家活用に関する情報発信 

同意のあった届出空家を対象に、各種パンフレット等を 

発送。 

 

・令和５年８月１６日 空家相談会の開催 

市内に空家を所有されている方、活用を考えられている方を

対象とした相談会を開催。同意のあった届出空家の所有者へは

個別案内を送付し、空家情報届出書未提出者については、相談

会案内と合わせて、届出書の提出を依頼。 

 

 

 

⑵ 都市計画法による用途制限緩和 

 

地区のメインストリートとなる大道周辺においては、古民家も多く、歴史的なまち並

みが残っているものの、空家率が高く空家が密集しています。また、市街化調整区域の

制限により用途変更が困難であるた

め、利活用が進んでいない状況です。 

大道周辺以外の住宅地においても空

家が増加傾向にあり、また、その建物の

中には、市街化調整区域の規制の一つ

である居住者の制限が支障となり、一

般住宅としての活用が困難な場合があ

ります。 

 

 

 

 

坂越大道 
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【緩和内容】 

・区域全体の空家について、除却後の更地においても住宅等の新築を可能とする 

  

・区域全体の空家について、居住者を限定しない一般住宅や、店舗・宿泊施設等の地 

域活性化に資する施設への用途変更を可能とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況】 

・明治１４年に建築された物販店舗を飲食店、ホテル・旅館及び事務所への用途変更 
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⑶ 活用支援 

 

既存施策である「空家活用支援事業補助金」、「古民家再生促進支援事業補助金」に

おいて、特区内の届出空家を対象に、活用するために必要な改修工事費等への補助額

を拡充し、活用を支援します。 

 

〇空家活用支援事業補助金 

 

〇古民家再生促進支援事業補助金 

 

【取組状況】 

・交付実績 １件 

  空き家活用支援事業（若年・子育て世帯タイプ）を活用。（８月竣工済み） 

 

補助メニュー 
補助金額 

（市街化区域） 

補助金額 

（特区） 

住宅型 

一般タイプ 最大 100 万円 最大 100万円 

若年・子育て世帯タイプ 
最大 150 万円 最大 180万円 

UJI ターン世帯タイプ 

学生シェアハウスタイプ 最大 200 万円 最大 200万円 

事業所型 
一般タイプ 最大 150 万円 最大 200万円 

UJI ターンタイプ 最大 225 万円 最大 275万円 

地域交流拠点型 最大 500 万円 最大 500万円 

補助対象経費 

補助金額 

古民家 

古民家のうち、歴

史的景観形成地区

等にあるもの 

古民家のうち、

歴史的建築物 

古民家のうち、空家

等活用促進特別区

域にあるもの 

500 万円以上 

1,000 万円未満 
250 万円 250 万円 250 万円 250万円 

1,000 万円以上 

1,500 万円未満 
333 万円 

400 万円 400 万円 430万円 

1,500 万円以上 500 万円 500 万円 550万円 

改修前 改修後 


